
 

令和４年１０月２８日 
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事 務 職 員 様 

 

京 都 市 立 学 校 事 務 研 究 会 

          会 長  木 下  珠 紀 

 

 

   令和４年度 京都市立学校事務研究大会の開催について 

    

錦秋の候、貴職におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、昨年度より事務研究会では、標準職務の遂行や学校事務機能の強化と持続可能な学校事

務を追求していくためにプロジェクトを立ち上げ、研究・実践を重ね、新しい時代の標準的な学

校事務の在り方について研究を進めています。 

本大会では、現在４つのプロジェクトチームで研究している内容について成果報告を行い、今

後どのような学校事務職員の姿を目指していくべきか、参加者とともに考えていきます。 

つきましては、今年度の学校事務研究大会を下記要項のとおり開催いたします。 

なお、今年度につきましても昨年度と同様、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点からホ

ールに集合しての開催は見送りといたしますが、会員の学ぶ機会の確保のために、本部と各学校

を結ぶオンラインでの開催とさせていただきます。 

ご多忙のこととは存じますが、貴所属関係職員の出席についてご配慮くださいますよう、お願

い申し上げます。 

 

記 

 

 

令和４年度 京都市立学校事務研究大会（オンライン） 要項 
 
 

１ 大会テーマ  令和の学校づくりと調和した新しい学校事務 
            ～学校経営参画への志向～ 
 
２ 目   的    「令和の日本型学校教育」の構築を目指し日々奮闘する学校におい 

て、学校の働き方改革や業務改善を推進し学校教育力を向上させてい

くためには、学校事務を標準化・効率化し学校事務機能の強化を図っ

ていくことが喫緊の課題である。 
より良い校内体制を構築し、持続可能な学校事務を追究するため、

昨年度より取り組んでいる「学校事務標準化プロジェクト」の研究成

果及び試行実践の中から見えてきた課題について、会員相互や他府県

の参加者と共有・探究し交流を行うことで、事務職員が専門性の向上

と学校経営への一層の参画に向けて主体的に志向を高めていく機会と

する。 
 
３ 主   催   京都市立学校事務研究会 

 
 



４ 期   日   令和４年１２月１６日（金） 午後２時００分開会               

 
５ 会   場   本部（総合教育センター）・各校オンライン〈Zoom〉 

 
６ 参 加 者   京都市立学校事務職員及び関係機関団体の職員 

他府県事務職員（後日ホームページにて大会資料添付） 
 

７ 日   程 
  

    14:00 14:05                  15:50        16:45 
 
 
 
 

 
 

 
 
８ 概   要 

     
（１）会長挨拶 

 

 
  （２）「学校事務標準化プロジェクト」より 

・全体報告        プロジェクトリーダー 
 
・チーム報告                 各チーム 

 
    （３）グループ協議・まとめ 

少人数のグループに分かれ、あらかじめ設定したテーマに基づきオンラインで

グループ協議を行います。 
 
（４）グループ協議全体報告・まとめ 

各グループでの協議内容を参加者全体で共有し、大会のまとめを行います。 
 

  
 

９ 問い合わせ先 
京都市立鳳徳小学校 学校運営主査 桝本 理恵 

〒603-8176 京都市北区紫野上鳥田町３０ 
ＴＥＬ（０７５）４９１－３５９２   ＦＡＸ（０７５）４９１－０６１６ 
Ｅ-mail:  r-masumoto@edu.city.kyoto.jp 
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